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高
校
生
の
意
識
か
ら
勇
気
を
も
ら
う 

 

北
朝
鮮
が
ミ
サ
イ
ル
発
射
実
験
を
繰
り
返
し
て
い
た
当
時
、

「
徳
島
西
部
み
ん
な
の
九
条
の
会
」
で
は
、
高
校
生
を
対
象
に
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
の
一

つ
に
「
日
本
の
平
和
と
安
全
を
守
る
に
は
、
政
府
は
ど
の
よ
う
な

対
応
が
望
ま
し
い
で
す
か
」
と
い
う
問
い
が
あ
り
「
他
国
と
の
外

交
力
や
話
し
合
い
で
解
決
」
と
回
答
し
た
生
徒
が
延
べ
５
０
０
人

中
64
％
、「
他
国
と
の
軍
事
同
盟
や
国
内
の
軍
事
力
強
化
」
と
回

答
し
た
生
徒
は
僅
か
７
％
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
当
時
の

安
倍
元
総
理
は
「
北
朝
鮮
問
題
」
に
圧
力
、
圧
力
と
叫
び
、
対
話

の
た
め
の
対
話
は
意
味
が
な
い
と
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。
憲
法

第
九
条
を
守
り
、
改
憲
反
対
運
動
を
行
っ
て
い
た
私
達
に
と
っ
て
、

日
本
の
平
和
と
安
全
を
願
い
、
未
来
に
向
か
っ
て
心
か
ら
叫
ぶ
若

い
高
校
生
の
姿
に
称
賛
と
感
動
を
貰
い
、
憲
法
改
悪
反
対
運
動
の

更
な
る
活
動
の
勇
気
を
貰
い
ま
し
た
。 

     

  

大
人
た
ち
の
分
か
れ
る
意
見 

 

そ
の
一
方
で
、
今
の
日
本
全
体
の
世
論
は
決
し
て
明
る
い
展

望
を
持
て
る
状
況
に
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
で
は
な
ぜ
高
校

生
ア
ン
ケ
ー
ト
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
平
和
意
識
が
前
面
に
出
な
い

の
で
し
ょ
う
。
そ
の
要
因
を
考
え
て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。 

一
点
目
は
、
そ
の
数
年
後
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

が
始
ま
り
、
こ
の
危
機
の
報
道
が
毎
日
流
れ
て
い
た
時
期
に
、
平

和
や
戦
争
、
憲
法
第
九
条
の
関
わ
り
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
、
改

憲
反
対
の
署
名
活
動
の
取
組
み
を
兼
ね
て
近
所
で
話
を
伺
い
ま
し

た
。
話
を
始
め
る
や
否
や
「
攻
め
ら
れ
た
ら
ど
う
す
る
」、「
第
九

条
守
る
だ
け
で
は
弱
い
」、「
軍
事
予
算
を
増
や
し
、
軍
事
力
を
強

化
し
て
抑
止
力
を
高
め
、
平
和
を
維
持
す
べ
き
」
等
の
声
が
多
く
、

以
前
の
署
名
活
動
時
に
交
わ
し
た
会
話
の
違
い
に
戸
惑
い
ま
し
た
。

今
ま
で
署
名
に
賛
同
を
得
た
人
達
の
間
で
も
、
戦
争
は
し
な
い
、

軍
隊
は
持
た
な
い
、
第
九
条
を
守
り
他
国
を
侵
略
す
る
意
思
は
無

ま
す
ま
す
強
ま
る
ア
メ
リ
カ
追
従
と
改
憲
草
案 

徳
島
西
部
み
ん
な
の
九
条
の
会
事
務
局
長 

近
藤 

和
典 
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く
、
安
心
感
や
、
信
頼
感
を
与
え
戦
争
を
防
ぐ
平
和
主
義
者
と
、

軍
備
を
増
強
し
、
抑
止
力
を
強
化
し
て
、
戦
争
を
防
ぐ
２
つ
の
意

見
に
分
断
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。 

次
に
「
戦
争
を
起
こ
し
て
も
よ
い
の
で
す
か
」
と
尋
ね
る
と
、

異
口
同
音
「
戦
争
を
起
こ
し
て
は
ダ
メ
」「
戦
争
は
悲
惨
で
あ
る
」

と
答
え
ま
す
。
そ
こ
で
「
な
ぜ
戦
争
を
起
こ
す
こ
と
に
反
対
の
声

を
挙
げ
な
い
の
」
と
聞
く
と
「
他
所
で
し
ょ
う
」、「
外
国
で
し
ょ

う
」
と
答
え
、
「
戦
争
」
を
他
人
事
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

会
話
の
内
容
は
「
攻
め
ら
れ
た
ら
ど
う
す
る
」
と
い
う
質
問
が
溢

れ
、「
攻
め
ら
れ
な
い
為
に
は
ど
う
す
る
か
」
、「
戦
争
を
起
こ
さ

な
い
為
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
」
の
質
問
は
皆
無
で
し
た
。 

  

被
害
者
意
識
の
刷
り
込
み 

 

平
和
を
維
持
す
る
何
よ
り
大
切
な
考
え
は
「
戦
争
を
起
こ
さ

せ
な
い
為
に
は
ど
う
す
る
か
」
「
戦
争
を
他
人
事
で
は
な
く
自
分

自
身
の
こ
と
と
し
て
考
え
る
」
、
そ
の
上
に
「
戦
争
を
さ
せ
な
い

方
法
」
「
戦
争
を
さ
せ
な
い
力
」
の
結
集
で
す
。
戦
争
は
ダ
メ
、

戦
争
は
悲
惨
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
に
、
自
分
自
身
の
問
題
で

な
く
、
他
人
事
と
捉
え
、
確
た
る
戦
争
反
対
に
確
信
を
持
て
な
い

背
景
の
一
つ
に
、
戦
争
を
煽
る
一
部
マ
ス
コ
ミ
報
道
が
、
過
度
の

不
安
を
増
長
さ
せ
て
い
る
一
面
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
「
軍
事
力
対

軍
事
力
」
の
対
立
が
悪
循
環
を
生
み
、
戦
争
に
繋
が
る
「
抑
止

論
」
。
他
国
の
戦
争
を
日
本
と
結
び
つ
け
る
「
中
国
脅
威
論
」
や

「
台
湾
問
題
」
等
の
報
道
は
一
例
で
す
。
他
に
毎
年
８
月
テ
レ
ビ

放
映
さ
れ
る
先
の
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
、
平
和
関
連
番
組
で
原

爆
、
疎
開
、
抑
留
地
か
ら
の
引
き
揚
げ
、
空
襲
等
の
過
酷
な
「
被

害
」
や
、
特
攻
隊
、
玉
砕
戦
に
代
表
さ
れ
る
兵
士
の
「
犠
牲
」
は

大
々
的
に
放
映
を
繰
り
返
し
、
戦
争
の
被
害
者
意
識
と
し
て
捉
え

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
一
方
で
侵
略
、
残
虐
行
為
、
植
民
地
支
配
等

の
、
戦
争
行
為
に
よ
る
悲
惨
な
加
害
行
為
や
、
戦
地
で
日
本
人
の

餓
死
、
病
死
等
は
あ
ま
り
放
映
さ
れ
ず
、
日
本
の
戦
争
責
任
が
国

民
に
伝
わ
る
こ
と
は
な
く
、
過
ち
に
対
し
て
の
反
省
や
加
害
意
識

が
国
民
に
は
届
い
て
い
ま
せ
ん
。 

こ
の
よ
う
な
情
報
背
景
の
影
響
を
受
け
、
平
和
、
憲
法
、
人

権
等
と
の
広
い
領
域
か
ら
、
戦
争
を
「
自
分
自
身
」
の
こ
と
と
し

て
論
理
的
に
捉
え
る
事
が
で
き
ず
、
単
純
化
さ
れ
た
個
人
の
感
情

的
議
論
に
走
り
、
平
和
と
人
権
と
民
主
主
義
と
の
関
わ
り
を
十
分

に
理
解
で
き
な
い
た
め
、
平
和
が
守
ら
れ
る
社
会
を
ど
う
実
現
で

き
る
か
と
い
う
展
望
が
揺
れ
て
い
る
の
で
す
。 

  

形
骸
化
さ
れ
る
平
和
憲
法 

 
 
 二

点
目
の
要
因
は
憲
法
が
形
骸
化
さ
れ
平
和
憲
法
が
破
壊
さ
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れ
か
け
て
い
る
こ
と
で
す
。
我
が
国
の
侵
略
戦
争
と
植
民
地
支
配

で
２
０
０
０
万
人
の
ア
ジ
ア
諸
国
民
が
犠
牲
に
な
り
、
３
１
０
万

人
の
日
本
国
民
の
命
を
奪
い
ま
し
た
。
こ
の
反
省
か
ら
我
が
国
は

二
度
と
戦
争
は
し
な
い
と
、
国
内
外
に
誓
い
日
本
国
憲
法
が
誕
生

し
ま
し
た
。
な
か
で
も
日
本
国
憲
法
第
九
条
は
、
戦
争
放
棄
、
武

力
行
使
の
禁
止
、
戦
力
不
保
持
を
掲
げ
た
世
界
で
最
も
進
ん
だ
恒

久
平
和
主
義
の
条
項
を
持
つ
憲
法
で
す
。 

               
 
 
 
 
 
 
 
 

戦
後
80
年
、
憲
法
第
九
条
と
平
和
を
願
う
国
民
の
世
論
と
運

動
で
、
戦
争
の
な
い
平
和
の
世
の
中
が
今
日
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
い
ま
憲
法
第
九
条
を
な
い
が
し
ろ
に
し
、
海
外
で

戦
争
す
る
国
づ
く
り
が
、
猛
烈
な
ス
ピ
ー
ド
で
進
ん
で
い
ま
す
。

戦
争
は
し
な
い
、
軍
隊
は
持
た
な
い
、
武
力
行
使
は
し
な
い
と
憲

法
に
明
記
し
た
に
も
拘
ら
ず
、
１
９
５
４
年
「
警
察
予
備
隊
」
が

発
足
し
、
後
に
自
衛
隊
に
変
貌
し
ま
し
た
。
２
０
０
３
年
以
降
政

府
は
イ
ラ
ク
特
措
法
や
周
辺
事
態
法
な
ど
の
時
限
立
法
で
「
非
戦

闘
地
域
」
に
自
衛
隊
を
海
外
に
派
遣
し
ま
し
た
。
歴
代
の
自
民
党

政
権
は
憲
法
第
九
条
の
関
係
で
集
団
的
自
衛
権
行
使
は
「
憲
法
上

許
さ
れ
な
い
」
と
い
う
解
釈
で
し
た
が
、
２
０
１
４
年
の
安
倍
政

権
は
、
立
憲
主
義
を
破
壊
し
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
の
憲
法
解
釈

を
閣
議
決
定
に
よ
っ
て
一
部
容
認
し
ま
し
た
。
そ
の
翌
年
の
２
０

１
５
年
９
月
に
は
平
和
安
全
法
制
（
安
保
法
制
）
が
強
行
採
決
さ

れ
、
日
本
が
直
接
攻
撃
を
受
け
な
く
と
も
、
「
密
接
な
関
係
に
あ

る
他
国
」
が
攻
撃
を
受
け
れ
ば
、
自
衛
隊
の
防
衛
出
動
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。 

さ
ら
に
２
０
２
２
年
12
月
岸
田
政
権
で
は
、
戦
後
我
が
国
の

安
全
保
障
政
策
の
基
本
政
策
の
全
て
を
大
転
換
し
、
専
守
防
衛
を

投
げ
捨
て
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
持
を
盛
り
込
ん
だ
「
安
全
保
障

３
文
書
」
を
国
会
の
審
議
を
経
ず
閣
議
決
定
し
、
沖
縄
・
南
西
諸

島
の
自
衛
隊
基
地
に
は
多
く
の
ミ
サ
イ
ル
部
隊
が
設
置
さ
れ
ま
し

九条の会総会で発言する筆者 
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た
。
そ
し
て
２
０
２
４
年
に
は
、
米
軍
と
自
衛
隊
の
指
揮
・
統
制

の
枠
組
み
が
強
化
さ
れ
、
自
衛
隊
が
事
実
上
米
軍
の
指
揮
下
に
組

み
込
ま
れ
る
と
い
う
日
米
軍
事
同
盟
の
歴
史
的
変
質
と
な
り
、
憲

法
は
形
骸
化
さ
れ
、
自
衛
隊
が
海
外
で
戦
闘
行
為
が
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

ま
た
、
こ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
民
党
の
改
憲
草
案
で

の
憲
法
第
九
条
に
つ
い
て
の
素
案
は
「
前
条
の
規
定
は･･････

必

要
な
自
衛
の
措
置
を
と
る
こ
と
を
妨
げ
ず
」
と
い
う
条
文
を
加
え

ま
す
。
前
条
の
規
定
と
は
「
日
本
国
憲
法
第
九
条
の
２
項
」
で
あ

り
戦
力
不
保
持
と
交
戦
権
の
否
認
を
明
記
し
た
憲
法
で
あ
り
、
戦

力
不
保
持
規
定
が
「
自
衛
の
措
置
」
を
「
妨
げ
ず
」
と
な
れ
ば
、

日
本
国
憲
法
第
九
条
の
２
項
は
死
文
化
に
繋
が
り
、
海
外
で
自
衛

隊
の
武
力
行
使
が
無
制
限
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

三
点
目
に
、
改
憲
戦
略
の
背
後
に
米
国
政
府
に
追
従
す
る
日
米

同
盟
の
存
在
が
あ
り
ま
す
。
日
米
軍
事
同
盟
の
変
化
、
拡
大
強
化

が
我
が
国
の
在
り
方
を
変
え
、
憲
法
を
形
骸
化
し
「
海
外
で
戦
争

す
る
国
」
へ
と
ま
す
ま
す
進
め
て
い
る
の
で
す
。
ト
ラ
ン
プ
大
統

領
は
国
連
憲
章
や
国
際
法
さ
え
か
な
ぐ
り
捨
て
て
、
自
国
の
利
益

だ
け
を
追
求
し
、
力
に
よ
る
政
治
の
言
動
を
繰
り
返
し
、
我
が
国

に
軍
事
力
強
化
の
圧
力
を
強
め
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
前
に
述
べ

た
よ
う
に
安
倍
政
権
、
岸
田
政
権
下
で
の
改
憲
、
軍
事
化
、
同
盟

化
路
線
が
一
段
と
進
み
、
日
本
国
民
に
定
着
し
た
平
和
憲
法
が
破

壊
さ
れ
て
き
ま
し
た
。「
安
保
３
文
書
」
の
「
防
衛
力
整
備
計
画
」

は
、
５
年
間
で
43
兆
円
の
大
軍
拡
を
し
た
上
、
愛
国
心
の
強
制

と
も
言
え
る
国
民
負
担
が
当
然
と
の
発
言
で
増
税
も
セ
ッ
ト
と
な

り
、
経
済
的
に
も
国
民
生
活
が
押
し
潰
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

平
和
の
尊
さ
を
拡
げ
る
必
要
性 

 

 
 

最
近
自
治
会
活
動
の
集
い
で
、
地
域
の
青
年
達
に
憲
法
第
九

条
や
戦
争
に
つ
い
て
気
楽
に
話
し
か
け
た
と
こ
ろ
、
話
が
深
ま
り 

予
期
せ
ぬ
平
和
へ
の
賛
同
の
声
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
憲
法
第
九

条
を
守
る
支
持
者
や
戦
争
、
軍
事
拡
大
へ
の
拒
否
意
識
を
持
つ
人

は
、
ま
だ
ま
だ
身
近
に
根
強
く
存
在
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
語
れ

ば
平
和
の
輪
が
広
が
り
、
仲
間
が
広
が
り
、
平
和
を
望
む
声
に
、

明
る
い
兆
し
を
感
じ
ま
し
た
。 

如
何
な
る
国
の
紛
争
も
「
軍
事
力
」
で
問
題
を
解
決
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
り
、「
力
と
力
」「
軍
事
対
軍
事
」
の
「
抑
止
力
」

強
化
で
は
な
く
、
対
話
と
外
交
に
よ
り
解
決
す
る
努
力
が
行
わ
れ

て
こ
そ
、
平
和
は
構
築
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

実
際
の
戦
争
を
体
験
し
て
い
る
人
が
殆
ど
い
な
く
な
っ
て
い

る
今
日
、
戦
争
の
歴
史
を
学
ぶ
事
に
よ
り
平
和
の
尊
さ
を
感
じ
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

（
こ
ん
ど
う 

ま
さ
す
け
） 


